
	 2 0 2 5 年 7 月 号 	 3736	 フ  レ  ン  ド

そ
ん
な
に
完か

ん ぺき
では
	

な
い

け
れど

このお話
はなし

は 
フランスでの出

で

来
き

事
ごと

です。

アデリンは紙
かみ

に最
さい

後
ご

のチェッ
クボックスをかき終

お

えました。
その横

よこ

にはこう書
か

いてありました。「朝
あさ

とばんに
いのる 」。
「それ何

なに

？」ママが聞
き

きました。
「明

あ

日
す

のチェックリストを作
つく

っているところなの」とアデリ
ンは言

い

いました。「完
かん

璧
ぺき

な一
いち

日
にち

を送
おく

ろうと思
おも

って！」
ママはまゆを上

あ

げました。「そうなの？」
アデリンはうなずきました。「初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で、キリストによっ
て完

かん

全
ぜん

になることについて学
まな

んだの。もっといい子
こ

になって、
完
かん

璧
ぺき

な日
ひ

々
び

をすごせるようにするわ。」
「あなたが良

よ

い選
せん

択
たく

をしたいと思
おも

ってくれてうれしいわ」と
ママが言

い

いました。「でもね、地
ち

上
じょう

で完
かん

全
ぜん

であられたのは、イ
エス・キリストただお一

ひとり

人よ。」
アデリンはため息

いき

をつきました。「分
わ

かってる。でも、やっ
てみたいの！ わたしにもできると思

おも

うわ。」
朝
あさ

をむかえると、アデリンは準
じゅん

備
び

万
ばん

端
たん

でした。ベッドを整
ととの

アデリン
の	

完
かん
璧
ぺき
な一
いち
日
にち
は	

もう終
お
わりです

！
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「御
ご

自
じ

分
ぶん

のもとに来
く

るようにというすくい主
ぬし

のまねきを受
う

け入
い

れるなら、最
さい

善
ぜん

をつくし
ていれば十

じゅう

分
ぶん

であること、また愛
あい

に満
み

ちた
すくい主

ぬし

のめぐみが、想
そう

像
ぞう

もつかないような
方
ほう

法
ほう

でわたしたちの足
た

りないところをおぎ
なってくださることがすぐに分

わ

かります。」
バーン・P・スタンフィル「不

ふ

完
かん

全
ぜん

なしゅうかく」�
『リアホナ』2023 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

、113－114

え、朝
あさ

のおいのりをしまし
た。

朝
ちょう

食
しょく

のとき、妹
いもうと

のシルビアにごは
んを食

た

べさせるのを手
て

伝
つだ

いました。シル
ビアがももを椅

い

子
す

のあちこちににこぼしてしまうと、
アデリンは深

ふか

く息
いき

をすいこみ、4 つ数
かぞ

えて、片
かた

付
づ

けを手
て

伝
つだ

いま
した。

学
がっ

校
こう

では、助
たす

けを必
ひつ

要
よう

としている人
ひと

たちをさがしました。
ルーカスが足

あし

首
くび

をねんざしていたので、給
きゅう

食
しょく

のトレイを運
はこ

び
ました。

学
がっ

校
こう

を出
で

るときには、校
こう

門
もん

を開
あ

けておいてくれた女
じょ

性
せい

に向
む

かって満
まん

面
めん

の笑
え

みを見
み

せました。その女
じょ

性
せい

はいつも不
ふ

機
き

嫌
げん

そ
うでしたが、今

き ょ う

日はほほえみ返
かえ

してくれました！
放
ほう

課
か

後
ご

、アデリンはシルビアに大
だい

好
す

きなぬいぐるみと遊
あそ

ば
せてあげました。そして、ねる前

まえ

においのりをしました。リス
トにある項

こう

目
もく

にチェックを入
い

れると、毛
もう

布
ふ

にくるまりました。
とてもつかれていましたが、とてもほこらしい気

き

持
も

ちでした。
明
あ

日
す

も完
かん

璧
ぺき

な一
いち

日
にち

をむかえる準
じゅん

備
び

万
ばん

端
たん

です！
翌
よく

日
じつ

、アデリンが目
め

を覚
さ

ますと、自
じ

分
ぶん

の人
にん

形
ぎょう

がゆかに散
さん

乱
らん

し

ていました。見
み

ると、シルビアが人
にん

形
ぎょう

をだいて、しゃぶってい
ます。シルビアがほかの人

にん

形
ぎょう

も引
ひ

っぱり出
だ

したにちがいない
わ！
「シルビア！」アデリンは大

おお

声
ごえ

でさけびました。「お人
にん

形
ぎょう

に
さわっちゃだめって言

い

ったでしょ！」アデリンは、シルビアが
だいていた人

にん

形
ぎょう

をつかみました。シルビアは泣
な

いてにげて行
い

きました。
アデリンはドアのチェックリストにちらりと目

め

をやりまし
た。心

こころ

がしずみました。
ほおになみだが伝

つた

うのを感
かん

じたとき、ママが入
はい

ってきまし
た。
「どうしたの ?」ママが聞

き

きました。
「いのるのをわすれたの。ベッドメイキングもしなかった

の。」アデリンは声
こえ

をふるわせました。「それに、シルビアに
意
い

地
じ

悪
わる

もしたし。完
かん

璧
ぺき

な一
いち

日
にち

はもう終
お

わりよ！」
ママはアデリンをだきしめました。「いつも完

かん

璧
ぺき

でいるの
はとてもむずかしいことよ。実

じっ

際
さい

、それは不
ふ

可
か

能
のう

なの。」
アデラインはまゆをひそめました。「でもそれなら、どうす

ればキリストによって完
かん

全
ぜん

になれるの ?」
「その通

とお

りよ。イエス・キリストなしに、わたしたちは完
かん

全
ぜん

にはなれないのよ」とママが言
い

いました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

は、
わたしたちがあやまちをおかし、助

たす

けが必
ひつ

要
よう

になることをご
ぞんじだったから、主

しゅ

はわたしたちのために命
いのち

をささげてくだ
さったの。イエスはわたしたちの不

ふ

完
かん

全
ぜん

な努
ど

力
りょく

を受
う

け入
い

れ、
より良

よ

いものにしてくださるのよ。」

アデリンは考
かんが

えてから、「じゃ
あ、毎

まい

日
にち

完
かん

璧
ぺき

な日
ひ

を送
おく

ることはで
きないってこと ?」とたずねました。

ママはうなずきました。「そうよ。大
たい

変
へん

な日
ひ

もあるけれど、いい日
ひ

もあるわ。」ママ
はアデリンのかみを耳

みみ

にかけました。「大
だい

事
じ

なのは、最
さい

善
ぜん

を
つくすことよ。間

ま

違
ちが

った選
せん

択
たく

で一
いち

日
にち

が始
はじ

まったとしても、いつ
でもくい改

あらた

めのいのりをささげて、やり直
なお

すことができるわ。
イエス・キリストの助

たす

けがあれば、あなたは十
じゅう

分
ぶん

にかちのあ
るそんざいなのよ。」

アデリンは心
こころ

が温
あたた

かくなるのを感
かん

じました。
「ところで、リストのことだけど。」ママはリストを指

ゆび

さしま
した。「一

ひと

つのことに集
しゅう

中
ちゅう

したらどうかしら。」
アデリンは自

じ

分
ぶん

のリストを見
み

ました。彼
かの

女
じょ

は紙
かみ

をやぶり、
残
のこ

った部
ぶ

分
ぶん

をドアにテープではり付
つ

けました。残
のこ

っていたの
は、「朝

あさ

とばんにいのる 」でした。
アデリンはにっこりしました。「完

かん

璧
ぺき

な１日
にち

のスタートは切
き

れなかったかもしれないけれど、まだおいのりはできるわ。そ
して、イエス・キリストの助

たす

けがあれば、それで十
じゅう

分
ぶん

よね！」●
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